







































































































た 3207 件を 24 の部位に分類して、その総数
「全身」が 599 件と最も多かった。上半身が
527 件、腰部が 487 件、肩が 393 件、膝が 196 件、
足関節が 152 件、大腿が 136 件、下半身が 120
と傷害数がどの様に変化するのかを比較した。
件、股関節が 97 件、上腕が 95 件であった。全
件数の役５割が上半身・腰・肩に集中していた。
全身 上半身 下半身 頭－顔面 頚 頚肩 肩 胸 上腕 肘 前腕
599 527 120 1 31 88 393 10 95 17 22
手 肋骨 背 腰 股関節 臀部 大腿 膝 下腿 足関節 足













合計 183 193 143 243 285 437 459 501 97 275 237 154





　 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計
全身 32 53 34 56 63 70 66 84 20 49 32 40 599
上半身 27 32 28 54 35 74 75 71 16 33 57 25 527
下半身 11 5 2 13 12 21 16 20 2 8 6 4 120
頭－顔面 1 1
頚 2 1 1 2 1 11 5 1 5 2 31
頚肩 2 3 1 4 11 16 7 13 6 12 5 8 88
肩 19 24 20 23 32 54 48 67 7 32 36 31 393
胸 2 1 3 1 3 10
上腕 5 1 3 11 6 18 18 16 4 6 6 1 95
肘 2 5 1 1 0 1 4 1 1 1 0 0 17
前腕 2 1 1 1 1 6 3 6 1 22
手 1 1 1 4 19 5 2 1 2 2 38
肋骨 1 2 3
背 8 3 4 1 14 8 13 4 5 7 2 69
腰 22 34 22 31 52 62 83 71 13 41 39 17 487
股関節 24 4 6 2 13 5 12 15 5 9 2 97
臀部 1 1 1 2 3 4 17 1 2 32
大腿 10 5 8 13 13 18 21 21 4 9 10 4 136
膝 9 13 5 13 14 28 26 36 2 21 15 14 196
下腿 1 4 4 16 9 13 3 17 11 1 79
足関節 4 9 6 11 17 27 27 26 3 14 4 4 152
足 2 1 1 4 2 1 1 2 1 15
合計 183 193 143 243 285 437 459 501 97 275 237 154 3207
傷害数を月別に示したのが図２・表２である。
月別で傷害数を比較すると、８月が 501 件と最
も多かった。次いで 7 月が 459 件、6 月が 437 件、
5 月が 285 件、10 月が 275 件、４月が 243 件、





図 3・表 3 に示す通り、ホッケー部で傷害の




数が多かった。大腿部が 641 件、下腿部が 640

















肩 肩 胸 上
腕 肘 前
腕 手 肋























全身 上半身 下半身 頭－顔面 頚 頚肩 肩 胸 上腕 肘 前腕 手
134 190 557 4 56 101 113 18 6 31 32 337
肋骨 背 腹 腰 股関節 臀部 大腿 腸脛靭帯 膝 下腿 足関節 足





合計 266 330 353 587 613 690 357 371 621 680 380 123















部位 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計
全身 4 9 6 17 17 12 19 9 19 10 11 1 134
上半身 6 10 11 12 23 24 17 15 21 27 17 7 190
下半身 18 33 48 72 53 73 32 44 88 54 28 14 557
頭 ­ 顔面 　 　 　 1 　 　 　 1 　 1 1 　 4
頚 1 2 2 5 12 16 1 3 2 6 6 　 56
頚肩 1 4 3 4 9 13 5 6 33 14 9 　 101
肩 0 6 6 14 27 12 4 2 14 20 3 5 113
胸 　 　 7 2 2 　 　 　 5 2 　 　 18
上腕 1 　 　 　 　 1 1 　 1 2 　 　 6
肘 0 0 0 0 1 3 1 9 14 2 1 0 31
前腕 1 1 1 8 3 5 2 2 3 6 　 　 32
手 19 18 14 29 32 44 24 14 30 53 48 12 337
肋骨 　 　 1 　 　 　 　 　 1 2 　 　 4
背 1 1 　 2 8 14 9 7 14 7 　 　 63
腹 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 2
腰 34 59 85 131 148 149 69 80 123 169 66 22 1135
股関節 10 5 1 19 31 26 21 17 26 18 7 5 186
臀部 6 5 6 18 13 9 8 14 28 28 4 1 140
大腿 39 37 45 49 78 104 20 40 68 75 73 13 641
腸脛靭帯 12 7 2 2 　 1 　 1 1 8 4 1 39
膝 34 42 43 74 44 57 28 37 44 45 24 5 477
下腿 26 62 45 78 65 73 49 34 63 73 48 24 640
足関節 25 16 16 43 27 33 32 31 9 31 13 9 285
足 28 13 11 7 20 20 15 5 14 26 17 4 180
合計 266 330 353 587 613 690 357 371 621 680 380 123 5371
図 4、表 4 に示した通り月別で傷害数を比較
すると、6 月が 690 件と最も多かった。次いで
10 月が 680 件、9 月が 621 件、5 月が 613 件、
4 月が 587 件と顕著に多かった。
4月から6月の前期シーズンピーク（6月に「学
























































































図 4 に示す通り、①日本リーグが始まる 4 月
から学生王座が行われる 6 月まで、②日本リー
グと関東学生リーグの連戦が始まる 9 月からイ
ンカレが行われる 10 月まで、この 2 つの時期
に集中して傷害数が増えている。
試合数が増えるのと平行して傷害数も増えて
いることから、これらの時期に如何に早く心身
をリフレッシュさせ、疲れを蓄積させないよう
サポートしなければならない。
シーズンオフの時期、特にシーズン直後の
12 月に、アイシングを含めたセルフケアの方
法などをチームへ指導すべきではないか。来期
の 4 月までには新入生を含めた更なる教育を施
す必要があるだろう。
〈まとめ〉
傷害が発生する部位や時期も競技により様々
であり、簡単な統計分析でもチームの特徴が明
確になり得る。詳細な分析も必要不可欠である
が、チームへより敏速にフィードバックしてい
く 1 つの方法としては、この様な分析をシーズ
ン直後に示すことも重要ではないだろうか。
今後、年度毎の統計なども含めて、指導者
やチームへのより敏速で簡単なフィードバック
方法を構築出来るようなソフトの開発を進めて
いく予定である。
